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単位あたり 45 時間の学修時間を想定している。大学卒業の要件として，4年以上の在学と 124 単
位以上の単位修得が必要であることを踏まえると，1学年あたりの必要単位数は 31 単位，前・後





には，授業時間と予習復習を合わせた 3 時間を 16 週実施する必要があるが，その総学修時間は
3×16＝48 時間であり，週 6日を学修時間に当てるとすると，1日当たりの総学修時間は 8時間程
度必要となる。大学生の学修時間等について調査した「全国大学生調査」1)によると，日本の大学
生の 1 日あたりの総学修時間（授業・実験，授業に関する学修，卒論）は約 4.6 時間であるとさ
れており，大学設置基準の想定時間の半分に過ぎない。また，日本とアメリカの学修時間を比較
した報告 2)によると，日本の大学 1 年生（理系）の授業に関する学修時間（授業関連学修＋自主





























 Instagram は，カメラやスマートフォンで撮影した写真を Instagram のアプリ上で加工し投稿・
共有できる写真に特化したソーシャルメディアの一つである。日本国内のユーザー数は 3300 万人
を超えるとされ，ユーザー層の年齢では，大学生を含む 10〜20 代の利用者が最も多いとされてい




















【実施日時】最終授業日（15 回目）（2019 年 8 月 29 日） 
【実施方法】Instagram を利用した復習テストに関する内容のアンケートが記載された用紙を配
布し回答を得た。 
【対象者】食品機能学の受講学生 計 92 名 
【回答結果】 









問いである Q3 についても 96%の学生が「そう思う」または「まあそう思う」と回答した。また復





 復習テストの利用が授業の復習を行う意欲につながったかを質問した Q5 では，96%の学生が「そ
う思う」または「まあそう思う」と回答し，Instagram での復習テストの実施が復習に対する意欲
につながったことがわかる。一方，復習テストの利用が授業の復習に費やす時間を増加させたか
を質問した Q6 では，「そう思う」または「まあそう思う」と回答した学生は 61%にとどまった。
Instagram の復習テストでは，１問当たりにかかる時間が 30 秒程度なので，復習の時間が増加し
たという実感には繋がらなかったことが考えられる。復習テストの利用が学習意欲を向上させた
かについての Q7 では 89%が「そう思う」または「まあそう思う」と回答し，授業の復習テストに



















































































































































図 1 アンケート結果 
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